
0 葬儀の規範 （浄土真宗本願寺派）

１． 葬儀の日取り （日の吉凶は選ばない）

２． 院号の意味 （位が上がるわけではない）

３． 宗教の異なる家族の葬儀

４． お寺は葬儀のためにあるのではない

５． 臨終勤行で （一般にいう枕経で）

６．  死の受けとめ方 （迷信俗信に惑わされない）

７． 故人はどうなるのか （正しい認識を）

８． 通夜法要（お通夜）で

９． 引導は渡しません （如来様が導いて下さる）

１０． 弔辞の表現 （意外と多いおかしな弔辞）

１１． 棺にお名号が （遺体に礼拝するのではない）

１２． 中陰のお勤め （七日参り）

１３． 中陰と迷信 （迷信に惑わされない）

１４． 中陰中の灯明 （火が消えると死者が迷う？）

１５． 納骨について （分骨は大谷本廟へ）

Ⅱ．葬儀と中陰



0000. . . . 葬儀葬儀葬儀葬儀のののの規範規範規範規範　　　　　　　　　　　　浄土真宗本願寺派浄土真宗本願寺派浄土真宗本願寺派浄土真宗本願寺派（（（（西本願寺西本願寺西本願寺西本願寺））））

地域地域地域地域、、、、寺院寺院寺院寺院によりによりによりにより、、、、かなりのかなりのかなりのかなりの違違違違いがありますいがありますいがありますいがあります

１． 臨終勤行 人生の終わりに臨んで、永年お育てにあずかったご本尊にたいす
るお礼の勤行である。
この勤行を一般に枕経といっているが、遺体に対して読経するの
ではない。

◎　仏説阿弥陀経

２． 納棺勤行 遺体を納棺してから勤める勤行である。遺体を清拭した後、
白衣を着せ、手に念珠をかけ、胸前に合掌して納棺し、納棺尊号
を入れ、棺覆いまたは七条袈裟をかけ、荘厳を整えて勤行する。

◎　往覲偈　　　（仏説無量寿経・下巻）

帰敬式について
　　帰敬式は、生前、ご門主より受式し、二字の法名を授与され
　　るのが原則である。受式していない場合は「おかみそり」を
　　して、法名を授ける。
　　　　三帰依文　　南無帰依仏　南無帰依法　南無帰依僧
　　　　偈文　　　　　其佛本願力　聞名欲往生
　　　　　　　　　　　　皆悉到彼国　自致不退転

３． 通夜勤行 葬儀の前夜に近親者や友人、知人など苦楽を共にした人々が仏
前に相集い、個人を追憶して、仏恩報謝の墾念を深め、法義相続
の場とする。

◎　仏説阿弥陀経　または　正信偈六首引
　　　（首都圏や北海道では、初夜礼讃偈を勤めることが多い）

４． 出棺勤行 葬場への出棺に先立って、自宅の仏前において勤める勤行であ
る。
葬儀場でおこなう場合は、葬場勤行に先立ち勤める勤行である。

◎　帰三宝偈　　（観経四帖疏）
　　　　　　観経四帖疏は中国の善導が撰述した『仏説観無量寿経』の注釈書

５． 葬場勤行 葬場において行う勤行で、仏徳を讃嘆し、個人を偲びつつ報謝の
まことをささげる儀式である。
　　達書、弔慰状の伝達は三奉請の前におこなう。
　　弔辞、弔電の披露は勤行の前または後におこなう。

◎　正信偈

６． 火屋勤行 火葬場において、お棺に点火する前に勤める勤行で、近親者など
がお別れの焼香をする。

◎　重誓偈　　　　（仏説無量寿経・上巻）



７． 収骨勤行 火葬場で遺骨を拾って収め、それを仏前に置いて勤める勤行で
ある。
　　和歌山県では、火葬場の構造が原因で、集骨勤行が行なわ
れないことが多いようである

◎　讃仏偈　　　　（仏説無量寿経・上巻）

８． 還骨勤行 遺骨となってわが家に還り、仏前に安置して勤める勤行である。

◎　仏説阿弥陀経

９． 中陰法要 中陰とは、亡くなった日から四十九日間のことで、その間に７日毎
に初七日、二七日と勤める。勤行は逮夜（前日）でもよい。特に七
七日（四十九日）は満中陰として丁重に勤める。
浄土真宗では、この法要は追善回向の法事ではなく、今は亡き故
人を偲び、それを縁として仏恩報謝の懸念を深める仏事である。

　　亡くなった日からという意味
　　　亡くなった日を１日目とするので、１月１日（日）に亡く
　　　なった場合は、１月７日（土）が初七日となる。
　　　上記の場合は、１月２日にお通夜、１月３日が葬儀となり、
　　　還骨勤行から、初七日まで４日と少ないため、また、
　　　家族が分かれて暮らすようになり、集まりにくいことも
　　　あって、還骨勤行のあと引き続き、初七日を勤める
　　　ようになってきている

◎　正信偈六首引（行譜）　仏説阿弥陀経

１０． 納骨と墓 遺骨は適当な時間に、各家の墓に納骨する。
　　還骨勤行の前後や満中陰の前後におこなわれるのが
　　多いと思われる。

◎　特に規定はない

墓の新設と建碑式
　　墓を新設する時は、世俗の迷信にとらわれずに建てる
　　のがのぞましい。
　　お墓が完成すると建碑式（開眼法要・入魂式）を行います。
　　また、遺骨を納める法要儀式（納骨式）を同時にされる方が
　　多いようです。この、二つの儀式を同時に行います。
本山納骨
　　遺骨の一部を、宗祖親鸞聖人の御廟所の大谷本廟に
　　納めます。

１１． 百か日法要 亡くなった百日目に勤める仏事

◎　正信偈六首引（行譜）　仏説阿弥陀経



　が、これも一見、筋が通っているようで、心情的にわからないでもありませんが、よく
考えるとやはりおかしいと言えましょう。

　つまり、極端に言えば、たとえ間違っていると思っても「皆がするから自分もする」と
いう理屈になります。すなわち、自らの意志判断の放棄であります。

　ですから「友引」を気にする人がいれば、むしろ、気にする必要がないことを説き、安
心させてあげるくらいの積極的な姿勢をもっていただきたいのです。それがお念仏に
生きる真宗門徒の人生態度ではないでしょうか。何の根拠もないことに身を煩（わず
ら）わせ、振り回されるのではなく、しっかりとした主体性をもって人生を歩む－その精
神的基盤となるのが仏教であり、お念仏なのです。

　なお、葬儀の日取りについては、まず第一に導師を務めるご住職（手次ぎ寺）の都合
を聞いて下さい。葬儀社と遺族が決めてしまってからお寺に連絡しても、お参りできな
いことがあります。そうでなくても、葬儀を執（と）りしきるのは葬儀社ではなく、導師な
のですから、ご住職に指示を仰ぐのが本筋です。

「「「「友引友引友引友引にににに葬儀葬儀葬儀葬儀をしてはいけないをしてはいけないをしてはいけないをしてはいけない」」」」というのはというのはというのはというのは、、、、全全全全くくくく根拠根拠根拠根拠がないがないがないがない。。。。

葬儀葬儀葬儀葬儀のののの日取日取日取日取りはりはりはりは導師導師導師導師をををを務務務務めるめるめるめる住職住職住職住職のののの都合都合都合都合をををを聞聞聞聞いてからいてからいてからいてから。。。。

1111. . . . 葬儀葬儀葬儀葬儀のののの日取日取日取日取りりりり（（（（日日日日のののの吉凶吉凶吉凶吉凶はははは選選選選ばないばないばないばない））））

　「友引（ともびき）の日に葬儀を行わない」という風潮はかなり広まっているようで、友
引に当たれば、その翌日に葬儀を延ばす方が多くあります。なぜ避けるのかと言え
ば、友引は「友を引く」と書き、「その日に葬儀をすると、死者がこの世の人（友）を引っ
ぱり、さらに死人が出る」というのだそうです。

　まったくたわいもない文字の連想であり、仏教的には何の因果関係もありません。し
かも「友引」というのは、日の吉凶を占う「六曜」の１つなのですが、本来は「友引」では
なく「共引」であり、意味も「共に引き合って勝負なし」すなわち「良くも悪くもない」という
ことなのです。

　それでもまだ、周囲の人たちの目を気遣って「皆が嫌がっていること（友引の日に葬
儀を行う）を無理にしなくても…」と言われるかもしれません。



2222. . . . 院号院号院号院号のののの意味意味意味意味（（（（位位位位がががが上上上上がるわけではないがるわけではないがるわけではないがるわけではない））））
　法名をいただいていないご門徒が亡くなりますと、導師を務めるご住職がご門主に
代わって「おかみそり」（帰敬式：ききょうしき）を行い、法名を授けることになりますが、
その際、遺族の方の要望で「院号」を法名の上につけることがあります。

　この院号、実は誤解されている方が随分と多いようです。例えば「故人の社会的地
位に見合うように」とか「字数が多いほど“あの世”での位が高いだろう」といった感覚
で院号を求めたり、お金で院号を買うかのように「院号料は高い！」とおっしゃる方もあ
ります。

　もっとも僧侶側も「院号をつけますか？」と、つい喪主に尋ねたりしますので、それが
誤解に拍車をかけているのかもしれません。

　浄土真宗のみ教えは、社会的地位や修行の度合いによって死後の「位（くらい」が定
まるのではなく、信心一つで皆等しくお浄土に生まれることができる－という教えです。
そのみ教えに帰依した人に与えられるのが法名です

　ですから、法名以外に「霊位」や「位」の字をつけることはしません。また「居士（こ
じ）」や「大姉（だいし）」といった言葉も使いません。字数の多少や院号の有無によって
位が決められるのではなく、皆等しくお浄土という最上の悟りの世界に生まれさせてい
ただくのです。

　それでは、院号とは何かと言いますと、仏法を広め、宗門護持に尽くした人を讃える
意味で贈られるものなのです。
　具体的には、通常の場合、宗門の護持発展に役立てる意味の「永代経（えいたい
きょう）懇志」を一定額以上本山に納めた方に対し、そのお扱いの一つとして交付され
ます。

　ただ、多くは遺族が故人を追慕する形で懇志を納めますので、遺族の方もみ教えを
慶び宗門発展を願う気持ちが大切です。けっしてお金で“買う”ものではありません。　なお、本山へはご住職が代わって進納しますので、懇志はすみやかに届け、わから
ないことがあればご住職にご相談下さい。

院号院号院号院号はははは仏法仏法仏法仏法にににに貢献貢献貢献貢献したしたしたした人人人人をををを讃讃讃讃えておくられるものえておくられるものえておくられるものえておくられるもの。。。。

法名以外法名以外法名以外法名以外にににに「「「「位位位位」」」」をををを表表表表すようなすようなすようなすような言葉言葉言葉言葉はつけないはつけないはつけないはつけない。。。。



3333. . . . 宗教宗教宗教宗教のののの異異異異なるなるなるなる家族家族家族家族のののの葬儀葬儀葬儀葬儀
　家族の間で異なる宗教を信じていたり、あるいは“無宗教”という人がいる場合、その
方が亡くなれば、葬儀はどうすればよいでしょうか。

　一般的に言って、避けて考えられないことは“故人の意思”だと思います。まして、生
前「私が死んだら、こうしてくれ」などと遺言めいたことを言われていれば、なおされで
しょう。そこで「葬儀は故人の宗教、信条に基づいて決める」と判断される方が多いよう
です。

　しかし、こんな話があります。“無宗教”を自認し「葬式無用論」を説いていたある大学
教授が、思いもかけぬ我が子の死に出会いました。その途端、これまで盛んに主張し
ていた説はどこかへ吹っ飛び、涙ながらに「盛大な葬儀をしてくれ」と頼んだといいま
す。

　つまり、故人の死を縁に営まれる葬儀というのは、後に残った遺族、縁者が故人の
死を悼み、その遺徳を偲ばずにはおれないという心情から行われる儀式であるわけで
す。

　「死を悼み、遺徳を偲ぶ」ことは、自らの信仰とは切り離し得ない心のはたらきです。
たとえ故人が無宗教でも、また他の宗教を信じていても、“私”が故人を偲ぶ時、私の
宗教観でしか偲べないのではないでしょうか。

　そう考えると、葬儀は遺族の心情（信仰）にもっともふさわしい宗教で行われるのが
本筋ではないかと思うのです（最終的には、遺族の代表者である喪主が決める）。

　「それでは、故人の意思はどうなるのか」と言われそうですが、ここではっきりしておき
たいことは、その“意思”が「自分のこと（後の世話）を頼む」と言っているのか、または
「後に残った者がよりよく生きるための願い」であるのかを聞き分ける必要があるという
ことです。もし前者ならば、時には遺族の心を“束縛”しかねません。

　要は、死んでからのことを頼むのではなく、今生きている時に、大切な心（信仰）を伝
えておくことです。お念仏を子孫に伝えるには、今をおいてほかはないということです。

宗教宗教宗教宗教のののの違違違違うううう家族家族家族家族のののの葬儀葬儀葬儀葬儀はははは、、、、遺族遺族遺族遺族（（（（喪主喪主喪主喪主））））のののの宗教宗教宗教宗教でででで行行行行えばよいえばよいえばよいえばよい。。。。

死死死死んでからのことをんでからのことをんでからのことをんでからのことを頼頼頼頼むよりむよりむよりむより、、、、今生今生今生今生きているきているきているきている時時時時にににに心心心心をををを伝伝伝伝えるえるえるえる。。。。



4444. . . . おおおお寺寺寺寺はははは葬儀葬儀葬儀葬儀のためにあるのではないのためにあるのではないのためにあるのではないのためにあるのではない
　これまでまったく縁のなかった方から葬儀を頼まれることがあります。
日頃からお寺に関わっているわけではありませんので、中には“我が家が何宗”なのか
わからず、「とにかく仏教なんだから何宗でもいいや」と“急場しのぎ”のように頼んだ
り、そこまで極端でなくても「葬儀がすめばお寺に用はない」とばかりに、以後連絡がな
かったりすることがあります。
どうも「お寺は死者や先祖のためにある」ぐらいに思っているようです。

　しかし、これには、お寺としてはほとほと困ってしまいます。

　つまり、お寺に葬儀を依頼するということは、遺族（故人というより）がそのお寺の説い
ている教え（私たちの場合なら浄土真宗）を聞き信順（しんじゅん）していくということが
前提にあるわけで、だからこそお寺は葬儀を引き受け、み教えに則（のっと）って儀式を
行うのです。
言いかえれば、遺族はそのお寺の門徒になるということなのです。ですから、何よりも
遺族の方たちが、悲しみを縁としてみ教えを聞いてもらわなければなりません。
けっして葬儀がすんだから“おしまい”ではなく、むしろ“出発点”であるわけです。

　お寺を決め、葬儀を依頼するということはそれだけ重要な意味をもっているのです。

　もし、故郷などにお寺があり、先祖のお墓もあるということなら、まずそのお寺に連絡
をとり、葬儀の相談をすればよいでしょう。
そして、今住んでいる近くの同宗派のお寺を紹介してもらうなり、適切な指示を仰いで
下さい。

　いずれにしろ、お寺との関わりは葬儀や年忌法要だけではなく、日頃から関わってい
くことが大切です。
お寺を“死者のための場”ではなく、私自身の“聞法の場”としていただきたいのです。
もし“死者のための場”としてしか捉えられなければ、あるいはお金のかかることや“付
き合いにくさ”に頭を煩（わずら）わせることになるかもしれません。
しかし、“聞法の場”として関われば、無限の慶びを与えてくれる所となるでしょう。

葬儀葬儀葬儀葬儀をををを依頼依頼依頼依頼することはすることはすることはすることは、、、、そのおそのおそのおそのお寺寺寺寺のののの門徒門徒門徒門徒になるということになるということになるということになるということ。。。。

おおおお寺寺寺寺はははは「「「「死者死者死者死者のためののためののためののための場場場場」」」」ではなくではなくではなくではなく、、、、私自身私自身私自身私自身のののの「「「「聞法聞法聞法聞法のののの場場場場」。」。」。」。



5555. . . . 臨終勤行臨終勤行臨終勤行臨終勤行（（（（一般一般一般一般にいうにいうにいうにいう枕経枕経枕経枕経））））でででで

　死亡の知らせを受け、臨終勤行（「枕経」）にお参りしますと、お仏壇のある部屋に遺
体が安置されているにもかかわらず、そのお仏壇の扉が閉められていることがしばし
ばあります。その反面、遺体の前には葬儀社が用意した白木の卓（つくえ）にローソク
立てなどの三具足やおリン、それにご飯を山盛りにした故人の茶碗がきちんと並べら
れていたりします。

　しかしながら、私たちがお勤めするのは、遺体に対してではなく、お仏壇の如来さま
に対してなのです。真実のお浄土をこしらえ「必ず救いとる」と誓われ、故人との別れに
嘆き悲しむ私たちに「しっかりしなさい。私がついているから…」と励まして下さる如来さ
まのお心をいただくのです。お仏壇の扉を閉めてしまったのでは何にもなりません。

　確かに、故人への未練は絶ちがたく、どうしても遺体の方へ目が向きがちになりま
す。しかしいくら心を込めて「成仏してくれ」と願ったところで、私たち凡夫に故人をお浄
土へ往（ゆ）かせてあげる能力は、残念ながらありません。

　お浄土へ生まれさせ成仏させることができるのは、如来さまをおいてほかはないので
す。故人も、そして悲しみにくれるこの私も、阿弥陀如来のおはたらきによって救われ、
また心底からの安らぎを与えられることを味わわねばなりません。

　私たちは、こうした悲しみを縁として人生無常の理（ことわり）をかみしめ、生死を超え
て変わることのない如来さまの真実のお心を依り所に生きぬくことこそ、大切であると
言えましょう。故人もきっとそんな生き方を願われていることでしょう。

　ですから、平生（へいぜい）はもちろん、臨終から一連の葬儀についても、如来さまに
対して勤行や合掌が行われるのであり、遺体や遺影に対してではありません。もしお
仏壇がなければ、お名号などのご本尊を奉懸（ほうけん）し、その側に遺体を安置しま
す。

　なお、遺体は釈尊入滅時にならって北枕にしますが、特にこだわる必要はありませ
ん。

臨終臨終臨終臨終のののの時時時時におにおにおにお仏壇仏壇仏壇仏壇をををを閉閉閉閉めるのはめるのはめるのはめるのは間違間違間違間違いいいい。。。。

遺体遺体遺体遺体でなくでなくでなくでなく如来如来如来如来さまにさまにさまにさまに合掌合掌合掌合掌。。。。

北枕北枕北枕北枕にこだわるにこだわるにこだわるにこだわる必要必要必要必要はないはないはないはない。。。。



6666. . . . 死死死死のののの受受受受けとめけとめけとめけとめ方方方方（（（（迷信俗信迷信俗信迷信俗信迷信俗信にににに惑惑惑惑わされないわされないわされないわされない））））

　人は、自分の力でどうすることもできない“望ましからざる出来事”が起こったり、また
その恐れがあると、途端に神経質になり、不安にかられてあれこれと形や行為にこだ
わるもののようです。

　“死”にともなう一連の葬儀はその最たるもので、実にさまざまな迷信や俗信が行わ
れ、それをまた、仏教だと思い込んでいる人も少なくありません。

　「死は穢（けが）れ」という考え方から起こった習俗は、その代表と言っていいでしょ
う。

　例えば「忌中」の札を入口に貼るのは、死の穢れを他に及ぼさないよう広く知らせる
意味があります。逆さ屏風（びょうぶ）やご飯に箸を立てたりするのも、異常さを示して
死を忌（い）み遠ざけようとするのでしょう。清め塩もあります。

　さらに、死者に対しても容赦なく「冷たい仕打ち」を行います。
  風習の一つに、棺を閉じる際、石で釘（くぎ）を打ちつけるのがあります。
これは石の“魔力”で死者の“霊”を封じ込め、災いを防ごうというものです。
  また、故人の茶碗を割る風習は、再び舞い戻って災いを起こさないように「帰ってきて
も、あなたの分はありませんよ」ということでしょう。
  棺を回してから出るという風習も、同様の趣旨です。

　しかし「帰ってくるな」と言いながら、お盆になると「帰ってこい」と言う－。随分と身勝
手なものですね。

　故人を不幸災難の元凶のように扱って、何の抵抗もないのでしょうか。「ご冥福を祈り
ます」という言葉も、うがった見方をすれば「迷って私たちに災難を及ぼさないように」と
の意味にもとれてきます。

　仏教は、このような自己中心的な発想で死を忌み避けるのではなく、死を厳粛に受け
とめ、人生無常をかみしめながら「生死いづべき道」を説く教えです。迷信にまどわされ
ず、死を縁に自分自身の仏縁を深めて下さい。

仏式仏式仏式仏式のののの葬儀葬儀葬儀葬儀にふさわしくないものにふさわしくないものにふさわしくないものにふさわしくないもの－「－「－「－「ごごごご飯飯飯飯にににに箸箸箸箸をををを立立立立てるてるてるてる」「」「」「」「清清清清めめめめ塩塩塩塩」「」「」「」「茶碗茶碗茶碗茶碗をををを割割割割るるるる」」」」…………。。。。

仏教仏教仏教仏教はははは「「「「死死死死はははは穢穢穢穢れれれれ」」」」とととと避避避避けるのでなくけるのでなくけるのでなくけるのでなく「「「「生死生死生死生死いづべきいづべきいづべきいづべき道道道道」」」」をををを説説説説くくくく。。。。



7777. . . . 故人故人故人故人はどうなるのかはどうなるのかはどうなるのかはどうなるのか（（（（正正正正しいしいしいしい認識認識認識認識をををを））））

　浄土真宗のみ教えは「阿弥陀如来により賜る信心一つで、死と同時にお浄土に生ま
れ、仏さまと成らせていただく」という教えです。
  したがって、葬儀もこのみ教えに則して行われることは言うまでもありません。
故人はすでにお浄土に参られ、み仏（ほとけ）となって私たちにはたらきかけて下さって
いるのです。この点をしっかりと押さえておいて下さい。

　なせこんなことを言うかと申しますと、葬儀には、前項で述べた「死の穢れ」のほかに
「死出の旅路」の発想に基づく風習も、根強く残っているからです。

　それによると、故人は死後“冥土（めいど）への旅”にトボトボと出かけるそうです。そ
のため、遺族らは旅支度（たびじたく）を整えるなど“旅路（修行）の手助け”をしなけれ
ばならないわけです。たとえばワラジや脚半（きゃはん）、手っ甲、経帷子（かたびら）と
いった旅装束（しょうぞく）を死者に着せたり、枕元には枕団子（だんご）や枕飯（一膳
飯）を供えたりします。これは旅行中の弁当がわりだそうです。

　こうして準備万端整えて「さあ、迷わず冥土へ行ってくれ」となるのでしょう。

　しかし、先に述べましたように、故人はすでにお浄土に参られ、仏さまに成られている
のです。旅をする暇（いとま）もなく、阿弥陀如来のおはたらきによって救いとられている
のです。したがって、旅支度をする必要はありませんし、旅行の手助けや冥福を祈る必
要もないわけです。また当然のことながら魔除（まよ）けの刀もいりません。

　もっとも、こんな風に「必要なし」とばかり言っていると「では、何もしないのか」と言わ
れそうです。

　そこで、遺体の扱い方について申しましょう。まずお仏壇あるいはご本尊のそば（正面
は避ける）に、なるべく北枕になるよう安置します。顔は白布で覆（おお）い、手を合わせ
てお念珠をかけます。また、納棺の際には体をていねいにぬぐい、清潔な白衣を着せ
るとよいでしょう。けっして遺体を粗末に扱うのではなく、み教えにそぐわないことをしな
いまでです。

故人故人故人故人はははは死死死死とととと同時同時同時同時にににに仏仏仏仏さまになられているさまになられているさまになられているさまになられている。。。。

ワラジワラジワラジワラジやややや経帷子経帷子経帷子経帷子、、、、枕飯枕飯枕飯枕飯、、、、魔除魔除魔除魔除けけけけ刀刀刀刀はははは必要必要必要必要ないないないない。。。。



8888. . . . 通夜法要通夜法要通夜法要通夜法要（（（（おおおお通夜通夜通夜通夜））））でででで

　葬儀の前夜には、お通夜（つや）のお勤めが行われます。「通夜」とは文字通り、近親
者や知人が“夜を通して”ご本尊前の遺体のそばに集い、故人を偲びつつ如来さまの
お救いを味わう行事です。
  ですから、勤行が行われる時には参列者も僧侶（調声人：ちょうしょうにん）と一緒に
お勤めしていただきたいものです。

　ところが、こうした故人の遺体とともに過ごす最後の夜にもかかわらず、喪主や遺族
がまるで弔問者（参列者）とあいさつを交わす場になってしまっているケースがありま
す。

　自宅以外の、例えば町の会館などで通夜・葬儀が行われる場合にしばしば見受けら
れるのですが、ご本尊前でお勤めしていると、焼香を終えた遺族の方たちが次から次
へと席を離れ、入口近くの“一般焼香”の方へ行って、弔問者一人ひとりに頭を下げて
いるのです。
  こちらがお勤めを終え、振り返ってみるとあたりは“もぬけのから”誰もいません。これ
では「仏さまや遺体を放っておいて、何をしているのか」と、つい言いたくなります。

　重ねて申しますが、お通夜は「遺体をそばに、仏法に耳を傾けるため」に行うのであっ
て、弔問者にあいさつをするためにあるのではありません。参列する人も、このことを十
分ふまえていただきたいものです。

　さらに、勤行の後にはご文章を拝読し、法話も行われます。それらも参列者一同、静
かに聴聞して下さい。

　喪主あるいは遺族の代表者が参列者にあいさつするとすれば、この法要が一通り終
わった後にじっくりと行えばよいでしょう。

　以上のことはお通夜に限らず、葬儀においても言えることです。参列者に顔を向ける
のではなく、如来さまの方を向くことが肝心なのです。

おおおお通夜通夜通夜通夜はははは遺体遺体遺体遺体のそばでのそばでのそばでのそばで仏法仏法仏法仏法をををを味味味味わうわうわうわう時時時時。。。。

参列者参列者参列者参列者へのあいさつはへのあいさつはへのあいさつはへのあいさつは法要後法要後法要後法要後。。。。



９９９９. . . . 引導引導引導引導はははは渡渡渡渡しませんしませんしませんしません（（（（如来様如来様如来様如来様がががが導導導導いていていていて下下下下さるさるさるさる））））

　葬儀の司会進行は、近ごろではほとんど葬儀者の方がするようになり、決まり文句を
交えながら実に手際よく式を進めます。

　しかし、そうした使い慣れた言葉が必ずしも実際の葬儀の内容に合致しているとは限
らず、特に浄土真宗の場合、ふさわしくない表現が少なくありません。

　「お導師より引導を渡していただきます」という表現も、そんな１つです。この“引導”と
は「死者をお浄土などの悟りの世界に引き導く」という意味で使われ、導師がそれを行
うと受け取られているようです。

　確かに他宗では死者に法話・願文（がんもん）を与えたり、喝（かつ）を入れたりする
葬式があり、葬儀の重要なポイントになっているのですが、浄土真宗ではそうした“引
導”の儀式・作法は一切ありません（式の前に導師が三帰依文を唱えながら、剃刀（か
みそり）を当てるのは「おかみそり」という仏教徒になるための儀式です）。

　と言うのも、私たち凡夫をお浄土に引き導くはたらきのすべては、阿弥陀如来さまの
側にあるからなのです。
  人（導師）が人（死者）をお浄土に導く力は残念ながらありません。それだからこそ、ま
たすべての人が如来さまの救いのお目当てであると言えましょう。死を目（ま）のあたり
にして悲しみにくれる私たちは、如来さまのこうしたお救いの確かさ、有り難さを深く味
わわねばなりません。
  それが浄土真宗の葬儀の大切なところでもあります。

　ところで“引導”とは元来、死者を対象とするのではなく、“生きている人”を仏道に引
き導くことでした。したがって、すでに悟りの境地に達しておられる仏さま、もしくは菩薩
ならばこそできるおはたらきと言えましょう。それが、死者に対する畏（おそ）れもあり
「迷わず成仏してくれ」との願いから“死者”を対象に使われるようになったのではない
かと思われます。

　なお、“引導”という言葉ですが、浄土真宗ではあくまで法要・儀式を執行する上での
指導的立場の人という意味です。

導師導師導師導師（（（（寺院住職寺院住職寺院住職寺院住職））））がががが死者死者死者死者にににに「「「「引導引導引導引導をををを渡渡渡渡しししし」」」」たりたりたりたり「「「「浄土浄土浄土浄土へへへへ導導導導くくくく」」」」のではないのではないのではないのではない。。。。

すべてすべてすべてすべて阿弥陀如来阿弥陀如来阿弥陀如来阿弥陀如来のおはたらきでのおはたらきでのおはたらきでのおはたらきで浄土浄土浄土浄土にににに生生生生まれるまれるまれるまれる。。。。



10101010. . . . 弔辞弔辞弔辞弔辞のののの表現表現表現表現（（（（意外意外意外意外とととと多多多多いおかしないおかしないおかしないおかしな弔辞弔辞弔辞弔辞））））

　葬儀では、しばしば弔辞が述べられます。ある葬儀に出勤したときのことです。５人も
の代表者が次つぎと弔辞を述べ、哀悼の意を表されたのですが、残念ながら浄土真
宗の葬儀にふさわしくない言葉が随所に使われ、いつものことながら歯がゆい思いを
してしまいました。

　例えば、５人のうちの３人までが「○○さんのご霊前」あるいは「み霊（たま）」という表
現を用いていました。しかし、仏教では「肉体は滅んでも霊は残る」といった固定的不
変的な“霊”観念はありませんので、浄土真宗でもこうした言葉は使わないのです。

　また「どうぞ安らかにお眠り下さい」という表現がありました。確かに「涅槃寂静（ねは
んじゃくじょう）」といって悟りの世界（お浄土）は安らかで静かなものです。しかし、これ
は心の状態を言ったもので、何もじっと眠っているわけではありません。それどころか、
お浄土で仏さまとなられた故人は、休む暇なく私たち衆生を真実に真実に目覚めさせ
ようとはたらきづめにはたらいて下さっているのです。

　次に「草葉の陰（かげ）」－。この言葉もよく使われます。あるご住職の葬儀で総代さ
んが弔辞を読み、この言葉を使いました。すると、ある方が皮肉っぽく「おたくの住職さ
んは“コオロギ”でしたんか」と言ったそうです。先に述べたように、草葉の陰やお墓の
中に死者の“霊”があるのではありません。

　今回の５人の弔辞の中で「極楽浄土」という言葉を使ったのは１人だけでした。「これ
は大丈夫だろう」と思って聞いていると、最後になって「昇天された…」と述べ、ガック
リ。このほか「天国に召された」という表現も耳にします。キリスト教の葬儀ではないの
です。「天国」関係の表現はふさわしくありません。もっとも、仏教でも「天」はあります
が、それは迷いの世界の１つであり、悟りの世界であるお浄土とは明らかに違います。

　つまり、故人はすでにお浄土に生まれ仏さまになられているのです。したがって弔辞
も「その仏さまの願いを聞き、お念仏を依り所に生きぬく」といった内容がよいでしょう。

弔辞弔辞弔辞弔辞でででで使使使使わないわないわないわない言葉言葉言葉言葉－「－「－「－「ごごごご霊前霊前霊前霊前」「」「」「」「安安安安らかにらかにらかにらかに眠眠眠眠るるるる」「」「」「」「草葉草葉草葉草葉のののの陰陰陰陰」「」「」「」「昇天昇天昇天昇天」」」」などなどなどなど



11111111. . . . 棺棺棺棺におにおにおにお名号名号名号名号がががが（（（（遺体遺体遺体遺体にににに礼拝礼拝礼拝礼拝するのではないするのではないするのではないするのではない））））

　葬儀の風習は同じ浄土真宗であっても地方によって若干異なるものがあるようです
が、多くの地方で、出棺前に「納棺尊号（のうかんそんごう）」というお名号を書いた紙
を棺に入れるならわしが行われています。

　これは、浄土真宗の礼拝の対象が阿弥陀如来のみであることと深く関わっていま
す。

　と言うのは、葬儀場では、もちろん正面にご本尊（絵像または名号）をおかけして礼
拝読経が行われます。しかし、葬儀がすんで遺体を火葬場へ運ぶ時や火葬場に着い
てからは、ご本尊がない場合が多いのです。つまり、そうした改めてご本尊をかける機
会がない場合に、棺の中のお名号が礼拝の対象になるわけです。

　例えば、葬儀の時、いわゆる霊柩車（れいきゅうしゃ）に棺を乗せてお見送りをしま
す。この時、合掌礼拝します。遺体に手を合わせているようですが、実はそこには「納
棺尊号」が置かれてあり、如来さまに合掌している形になっているのです。

　また、火葬場では、到着するとすぐに棺を窯（かま）に入れ礼拝読経が行われます。
この時も窯の中の遺体にではなく「納棺尊号」に礼拝していることになります。

　私たちは、故人との縁が深ければ深いほどその遺体への未練は絶ちがたく、故人へ
の思いが募ればどうしても遺体の方へ目が向いてしまいます。人間として、それはむし
ろ自然なふるまいと言えましょう。

　だからこそ、私は「納棺尊号」を入れるようになった意味があると思うのです。遺体に
目が向きがちな私たち凡夫のために、遺体とともに、お名号がきっちりと置かれてあ
る。それは、如来さまがいつでもどこでもおいでになって下さっており「頼るべきは阿弥
陀さまなのだ」ということに気づかしめようとされたのでしょう。

　ともあれ、棺の中には遺体とともにお名号が納められているのであり、そのお名号に
合掌礼拝しているということを覚えておいて下さい。

棺棺棺棺のののの中中中中にはにはにはには「「「「納棺尊号納棺尊号納棺尊号納棺尊号」」」」といってといってといってといって、、、、おおおお名号名号名号名号がががが入入入入っているっているっているっている。。。。

遺体遺体遺体遺体にではなくにではなくにではなくにではなく、、、、そのおそのおそのおそのお名号名号名号名号にににに合掌礼拝合掌礼拝合掌礼拝合掌礼拝するするするする。。。。



12121212. . . . 中陰中陰中陰中陰のおのおのおのお勤勤勤勤めめめめ（（（（七日参七日参七日参七日参りりりり））））

　火葬の後、自宅に戻ってきた故人の遺骨は、葬儀社などが用意した中陰壇（ちゅうい
んだん）に安置することになります。その中陰壇には三具足（みつぐそく）や供物が飾ら
れ、ほかにも遺影や白木の位牌（真宗では本来用いない）が置かれたりするので、つい
遺族の目もそちらに向きがちになります。

　お骨上げや初七日（しょなのか）のお勤めでお参りするとたいていの場合、この中陰
壇の方を向いて座られており、壇上のローソクや線香にはきちんと火がつけられ、花も
もりだくさんに飾られています。さらにおリンまで中陰壇用に用意されていることが少な
くありません。
　ところが、お仏壇の方はと言えば、ローソクはなく、花は枯れているわで、ほとんど
ほったらかしといった状態だったりします。

　そのお仏壇の前で私がお勤めしようとするものですから、家の方は慌（あわ）てると同
時に、何かけげんそうな顔をされます。

　おそらく、こうした方がたは、勤行は遺骨の前で行い、そのお経が故人への追善回向
（善を積んで故人に振り向ける）になると思っておられるのでしょう。

　確かに“中陰”の習俗に基づけば、そう思うのも無理からぬことかもしれません。すな
わち習俗では、死後４９日の中陰の間は死者の行き先が定まらないとされています。そ
こで７日目ごとの節目に法要を勤め、その功徳を死者に振り向けて少しでも“よい世界”
に生まれてもらおう、というのです。

　しかし、浄土真宗のお味わいでは、故人は死後ただちにお浄土に生まれられている
のです。もし仮に、信心をいただかれずに迷っているとしても、私たち凡夫（ぼんぶ）に、
善を振り向けてよりよい世界に行かせる能力など何一つ備わっておりません。お浄土
に生まれさせることができ、また私たちが本当に頼りにできるのは阿弥陀如来さましか
ないわけです。どんな時も、悲しければ悲しいほど仰ぐべきは如来さまなのです。お仏
壇の前でお勤めするのは、そういう心からです。なお、中陰壇はお仏壇の横に設けるよ
うにします。

中陰壇中陰壇中陰壇中陰壇のののの前前前前ではなくではなくではなくではなく、、、、おおおお仏壇仏壇仏壇仏壇のののの前前前前でおでおでおでお勤勤勤勤めするめするめするめする。。。。

おおおお勤勤勤勤めはめはめはめは追善追善追善追善のためではないのためではないのためではないのためではない。。。。



13131313. . . . 中陰中陰中陰中陰とととと迷信迷信迷信迷信（（（（迷信迷信迷信迷信にににに惑惑惑惑わされないわされないわされないわされない））））

　中陰（ちゅういん）とは死後４９日間を言い、死亡日から数えて７日目を初七日（しょな
のか）、次の７日目を二七日（ふたなのか）、以後三七日（みなのか…というように、７日
ごとに法要を勤め、最後の七七日（四十九日：しじゅうくにち）は満中陰（中陰が満つる）
として、特に丁重にお勤めするならわしになっています。

　もっとも、地域によって命日（めいにち）の前日（逮夜：たいや）から７日ごとに勤めると
ころもあり、日取りについてはお寺にお尋ね下さい。

　こうして勤める中陰法要は、前項でもふれたように、決して追善の、また冥福を祈るた
めのものではありません。肉親の死を目（ま）のあたりにした悲しみの中から、故人の
遺徳を偲（しの）ぶとともに、これを縁として“私”の人生の確かな依り所となって下さる
お念仏の教えを聞き、阿弥陀如来さまへの報恩の念を深めるための仏事です。

　言いかえると、中陰法要の１回１回が“私”にとっての貴重な仏縁であるわけです。心
して法要に臨み、ご住職の法話には特に耳を傾けていただきたいものです。

　ところが、この中陰に関して「四十九日が３カ月にわたるといけない」という迷信が広く
ゆきわたっており、３カ月にわたる前に満中陰をすませる方が増えてきています。

　例えば五七日（三十五日）に満中陰法要をしたり、場合によっては三十五日以前の日
曜日に早ばやとすませたりします。考えてみれば、月の後半に亡くなると、４９日目が３
カ月にわたるのは当然で、むしろ３カ月にわたることの方が多いくらいです。

　どうして「四十九日が三カ月にわたるといけない」と思うのかと言えば「始終苦（しじゅ
うく：四十九）が身につく（みつき：三月）」からだというのです。語呂合わせの迷信そのも
のでしょう。

　そういう語呂合わせを気にして日を変えるようでは、何のための法要かわからなくなっ
てしまします。決められた中陰の日でないと絶対にだめだとは申しませんが、迷信に
よって日を変更したり、振り回されたりはしないで下さい。せっかくの仏縁です。大切に
しましょう。

死後死後死後死後４９４９４９４９日間日間日間日間をををを中陰中陰中陰中陰といいといいといいといい、、、、４９４９４９４９日目日目日目日目をををを満中陰満中陰満中陰満中陰というというというという。。。。

「「「「満中陰満中陰満中陰満中陰がががが３３３３カカカカ月月月月にわたるといけないにわたるといけないにわたるといけないにわたるといけない」」」」というのはというのはというのはというのは迷信迷信迷信迷信。。。。



14141414. . . . 中陰中中陰中中陰中中陰中のののの灯明灯明灯明灯明（（（（火火火火がががが消消消消えるとえるとえるとえると死者死者死者死者がががが迷迷迷迷うううう？）？）？）？）

　中陰の法要でお参りした時のことです。勤行がすみ、今後の仏事について相談を受
けていたところ、遺族の一人がローソクの火が消えているのに気づき、あわてて新しい
ローソクに火をつけようとしたのでした。

　この方のように、中陰の間は「お灯明と線香は絶やしてはいけない」と思っている人
が意外に多いようです。その灯明と線香も、お仏壇のそれではなく、中陰壇の方で、「も
し絶やしたら、死者が迷う」というのです。

　人間、こだわりだしたら切りがないもののようです。火がついているか、消えているか
で、死者が迷ったり悟ったりするものでないことぐらい、ちょっと考えればわかりそうなも
のですが、実際そうした迷信が頭に入っていると、いざ火が消えれば何となく気持ち悪
く感じ、絶やさないように神経を使ってしまいがちです。

　ものの道理がわからず迷っているのは、実は死者でなく、生きている人自身と言えま
しょう。ローソクの火が消えてなくなれば、「あぁ、人生もこれと同じように無常だな」と感
じるぐらいになればいいのですが…。

　もっとも、最近は便利になったもので、中陰壇には電気のお灯明があり、線香も長時
間保つ巻線香が使われたりします。これなどは「絶やしてはいけない」という迷信の産
物といえるかもしれません。

　しかし、仏前に供えるお灯明やお香は、阿弥陀如来の智恵と慈悲のお心を表してい
ます〈灯明はこの項・お香はこの項参照〉。そして、如来さまを讃える気持ちで捧げ、捧
げたそれらからまた、如来さまの真実を味わわせていただくものなのです。けっして故
人の遺骨に捧げているのではありません。

　そうしたことから、お灯明や線香はお勤めや礼拝の時に火をつければよいのであっ
て、４９日間ずっとつけておく必要はありません。特に夜など火の用心の上でも危険で
す。　なお、ローソクの火を消す時は吹き消さず、小さなウチワなどで消して下さい。

中陰中陰中陰中陰のののの間間間間でもでもでもでも、、、、灯明灯明灯明灯明やややや線香線香線香線香はずっとつけておくはずっとつけておくはずっとつけておくはずっとつけておく必要必要必要必要はないはないはないはない。。。。

おおおお勤勤勤勤めやめやめやめや礼拝礼拝礼拝礼拝のののの時時時時にににに火火火火をつければよいをつければよいをつければよいをつければよい。。。。

火火火火はははは口口口口でででで吹吹吹吹きききき消消消消さないようにさないようにさないようにさないように。。。。



15151515. . . . 納骨納骨納骨納骨についてについてについてについて（（（（分骨分骨分骨分骨はははは大谷本廟大谷本廟大谷本廟大谷本廟へへへへ））））

　一般に、満中陰（まんちゅういん）がすむと中陰壇を片づけ、遺骨はお墓に納めること
になります。もし中陰壇に白木の位牌があるようなら、過去帳等（位牌は用いない）に故
人の法名などを書き写した後、すみやかに処分して下さい（お寺に相談するとよい）。

　また、遺影（写真）も片づけるわけですが、中には黒いリボンをはずして部屋に掲げて
おく方もあるようです。この場合、お仏壇の真上に飾ったり、中へ入れたりしないで下さ
い。

　これは、私たちが礼拝の対象とするのは遺影ではなく、阿弥陀如来であり、その如来
さまを心からお敬いする気持ちから言って、そうしたことを避けるのが自然だからです。

　さて、納棺についてですが、納める時期に決まりがあるわけではありません。お彼岸
やお盆の時でなければならないとか、日の吉凶にこだわることは一切ありません。満中
陰がすめば、お寺の都合を聞いた上、適当な時期に納めて下さい。

　遺骨はふつう、各家のお墓に納めますが、ご門徒の中にはお墓を建てずに、宗祖親
鸞聖人の御廟（ごびょう）である大谷本廟へそっくり納める方もあります。また、各家の
お墓とは別に、遺骨の一部を大谷本廟に納める習慣もあります。親鸞聖人を慕い、そ
の聖人のみ教えを今に伝えて下さったご先祖を偲ぶ上でも、大谷本廟への納骨はより
よき仏縁となります。

　この本廟での納骨には「祖壇納骨」と「無量寿堂納骨」の２種類があり、祖壇納骨の方
は埋蔵した遺骨は戻りません。一方の無量寿堂納骨は個別の納骨所に収蔵するもの
で、これには所属寺の住職の証明書が必要になります。いずれにしてもお寺に相談し
た後、納骨して下さい。

　ところで、遺骨を納めるお墓がなく、これから墓地を求めようとする場合の遺骨の扱い
方ですが、短期間であれば遺骨はお仏壇の中か脇に仮安置しておいてもさしつかえあ
りません。１年以上とかの長期間になれば、ご住職にお願いしてお寺で預かっていただ
いたらよいでしょう。そのことによって、お寺とのご縁も深まり、聞法の機会が増えましょ
う。また、そのような気持ちで預かってもらうのであり、預けっぱなしにするのはくれぐれ
もやめて下さい。

白木白木白木白木のののの位牌位牌位牌位牌はははは処分処分処分処分するするするする。。。。

遺影遺影遺影遺影はおはおはおはお仏壇仏壇仏壇仏壇のののの中中中中やややや上上上上にににに飾飾飾飾らないらないらないらない。。。。

納骨納骨納骨納骨のののの日日日日はこだわりなくはこだわりなくはこだわりなくはこだわりなく…………。。。。

分骨分骨分骨分骨はははは大谷本廟大谷本廟大谷本廟大谷本廟へへへへ。。。。
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